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防 ぐ技術は大いに進歩し まし た。
平成に入ってからは10年ほど雪の少
ない年が続 き 、雪国住民の雪害に対す
る意識が薄れて しヽる ようです。し かし、
私たちの雪氷災害の被害調査によ る ど、
雪の少ない年でも雪に よる被害件数は
平年どほぼ同数で、逆に平成 7 、8 年
長岡における 110年間の最大積雪深
1888/89~1998/99年冬期








雪深は18年周期だど い う 説があり ます。
左下の図には、長岡の過去110年間の最
大積雪深を示し てあ りま す。昭和20年、
38年、56年ど18年おきに豪雪が発生し
て ヽる こ どが分かり ます。し かし、明
治42年は雪が少なく 、昭和2年は平年
並の積雪ど、長岡では必ず しも きっ ち
り した18年周期ではありません。




ヽう ど1999年、 っヽ た" ‘
こ の「世紀末豪雪」は実際にやって来









お く のも無駄ではな てヽ しょう。
長岡雪氷防災実験研究所への連絡は
35 -7522 まで
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